
　

１
．
統
合
抑
止
戦
略
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

　
　
　

―
米
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
抑
止
に

 

失
敗
し
た
の
か
!?　

　
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
特
徴
は
、
バ
イ
デ
ン
政

権
が
統
合
抑
止
戦
略
を
用
い
て
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

政
権
の
弱
体
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
米
陸
軍

省
参
謀
本
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｄ
研
究
所
が
２
０
１
９
年
に
発
表
し
た
研
究
報
告
「
拡

大
す
る
ロ
シ
ア
〜
有
利
な
条
件
で
の
競
争
」（
２
０
１
９

年
）
は
、「
米
国
が
優
位
に
立
つ
領
域
や
地
域
で
ロ
シ
ア

が
競
争
す
る
よ
う
に
仕
向
け
、
ロ
シ
ア
を
軍
事
的
・
経

済
的
に
過
剰
に
拡
張
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
プ
ー
チ
ン

政
権
の
国
内
外
で
の
威
信
や
影
響
力
を
失
わ
せ
る
」
と

論
じ
て
い
る（

（
（

。

　
統
合
抑
止
戦
略
で
は
、
軍
事
領
域
で
の
戦
い
に
お
い

て
、
ま
ず
経
済
や
情
報
と
い
っ
た
異
な
る
領
域
で
抑
止

を
試
み
る
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
に

対
し
て
米
国
は
、「
経
済
・
金
融
制
裁
」
や
「
情
報
優

位
」
の
脅
し
に
よ
り
抑
止
を
し
よ
う
と
し
た
。
結
果
的

に
米
国
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
抑

止
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
闘
い
で
プ
ー
チ
ン
政

権
の
弱
体
化
に
は
成
功
し
て
い
る
。

　
統
合
抑
止
戦
略
は
、
２
０
２
１
年
12
月
に
バ
イ
デ
ン

政
権
の
「
国
家
防
衛
戦
略
（
Ｎ
Ｄ
Ｓ（

（
（

）」
に
盛
り
込
ま

れ
た
概
念
で
あ
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
米
国
防
長
官
は
Ｎ

Ｄ
Ｓ
の
基
礎
と
な
る
概
念
と
し
て
「
統
合
抑
止
」
を
掲

げ
、「
米
軍
が
政
府
の
他
の
部
門
や
同
盟
国
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
緊
密
に
協
力
し
、
侵
略
の
愚
か
さ
と
代
償
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、
領
域
や
紛
争
の
範
囲
を
越
え
て
努

力
を
統
合
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る（

（
（

。

　
ま
た
、
カ
ー
国
防
次
官
は
統
合
抑
止
戦
略
に
つ
い
て
、

「
通
常
戦
力
、
核
戦
力
、
サ
イ
バ
ー
、
宇
宙
、
情
報
等
の

全
領
域
を
統
合
し
、
競
合
脅
威
か
ら
潜
在
的
紛
争
領
域
、

あ
る
い
は
、
高
強
度
紛
争
か
ら
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
領
域

に
い
た
る
闘
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
重
要
な

点
は
、「
そ
れ
ら
の
脅
威
に
対
し
て
同
盟
国
や
友
好
国
を

統
合
す
る
点
に
あ
る
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る（
（
（

。
つ
ま
り
、
米
国
は
こ
の
戦
略
で
同
盟
国
・
友
好
国

と
共
に
脅
威
国
に
対
し
て
経
済
制
裁
や
外
交
圧
力
も
含

め
た
抑
止
力
を
か
け
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
中
国
の
脅
威
が
相
対
的
に
高
ま
り
、

米
国
単
独
で
は
抑
止
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
、
中
国
抑
止
を
最

重
要
と
位
置
づ
け
、
軍
事
の
み
で
な
く
経
済
や
情
報
等

の
ド
メ
イ
ン
で
の
抑
止
力
を
考
慮
に
い
れ
た
「
統
合
抑

止
力
」
が
基
礎
に
な
る
と
強
調
し
て
い
る（

（
（

。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、
米
国
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て

事
前
に
経
済
・
金
融
等
の
違
う
ド
メ
イ
ン
で
「
耐
え
ら

れ
な
い
報
復
を
行
う
」
と
宣
言
す
る
こ
と
で
軍
事
侵
攻
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を
抑
止
し
よ
う
と
し
た
。
戦
略
予
算
評
価
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｂ
Ａ
）
の
ク
レ
ピ
ノ
ビ
ッ
チ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
力
行
使
に
よ
っ
て
「
懲
罰
的
抑
止
」

の
重
要
性
が
学
習
さ
れ
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア

へ
の
抑
止
力
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ロ
シ
ア
に
対

し
目
的
を
達
成
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
（Cost 

-Im
posing

）
こ
と
を
軍
事
力
で
自
覚
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
敵
が
目
的
を
達
成
す
る
の
を
阻

止
す
る
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
よ
る
、「
拒
否
的
抑
止
」
で

抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
米
国
が
軍
事
力
を
抑
止
と
し
て
用
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
招
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
抑
止

は
効
力
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
抑
止
力
は
「
行
動
」

と
「
リ
ソ
ー
ス
」
に
よ
り
裏
打
ち
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
前
に
展
開
し
た
米
国
と

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
軍
の
リ
ソ
ー
ス
で

は
、
侵
略
の
リ
ス
ク
は
低
減
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　
他
方
で
、
西
側
連
合
国
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
や
同
盟
・

友
好
諸
国
）
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
抑
止
力
を
増
強
さ
せ

る
た
め
、
米
国
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
へ
の
高
機
動
ロ
ケ
ッ

ト
砲
シ
ス
テ
ム
「
ハ
イ
マ
ー
ス
」
売
却
な
ど
総
額
15
億

㌦
を
超
え
る
兵
器
売
却
を
承
認
し
た
。
こ
れ
に
は
、
最

大
６
基
の
Ｍ
１
４
２
「
ハ
イ
マ
ー
ス
」
ラ
ン
チ
ャ
ー
の

ほ
か
、
支
援
機
器
や
技
術
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
の
中
距
離
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
な

ど
の
売
却
（
最
大
９
億
５
０
０
０
万
㌦
）、
韓
国
へ
の
Ｍ

Ｋ
54
軽
量
魚
雷
（
推
定
１
億
３
０
０
０
万
㌦
）
の
売
却

も
承
認
。
台
湾
に
対
す
る
軍
事
技
術
援
助
提
供
も
承
認

さ
れ
て
い
る
。
米
国
務
省
は
7
月
15
日
に
総
額
1
億
８

０
０
万
㌦
（
１
５
０
億
円
）
の
軍
事
援
助
を
議
会
に
提

出
し
、
中
国
に
対
す
る
抑
止
力
強
化
を
高
め
る
努
力
を

し
て
い
る（

（
（

。

　

２
．
統
合
抑
止
の
真
の
意
味
合
い

　
　
　

―Cost-Im
posing Strategy

―

　
一
方
、「
統
合
抑
止
」
を
別
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
な

ら
ば
、
米
国
は
ロ
シ
ア
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て

「
ど
れ
だ
け
対
価
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
こ

と
を
学
習
さ
せ
る
た
め
、
あ
え
て
軍
事
的
抑
止
を
用
い

な
い
戦
略
を
と
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
の

米
国
の
戦
略
は
プ
ー
チ
ン
政
権
の
弱
体
化
に
あ
っ
た
と

論
じ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
考
え
方
に
立
て
ば
、
バ
イ
デ
ン

政
権
の
「
統
合
抑
止
」
は
、
抑
止
が
失
敗
し
た
場
合
を

考
慮
し
、
米
国
や
同
盟
国
に
と
り
好
ま
し
い
戦
略
環
境

を
形
成
す
る
た
め
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
米
国
か
ら
の
ロ
シ
ア
軍
の
展
開

状
況
等
の
積
極
的
な
情
報
開
示
は
、
侵
攻
の
抑
止
に
は

繋
が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
軍
の
統
合
抑

止
を
包
括
的
に
評
価
す
れ
ば
、
侵
攻
以
前
の
ロ
シ
ア
の

情
報
戦
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
へ
の
対
処
に
は
成
功
し
た
。

ま
た
、
今
後
、
ロ
シ
ア
が
化
学
兵
器
や
核
兵
器
を
使
用

す
れ
ば
、
そ
の
正
当
性
は
見
い
だ
せ
な
い
と
の
国
際
世

論
を
形
成
す
る
こ
と
に
バ
イ
デ
ン
政
権
は
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
統
合
抑
止
戦
略
は
、
た
と
え
軍
事
的

抑
止
が
破
綻
し
た
場
合
で
も
、
適
切
な
情
報
空
間
・
安

全
保
障
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
敵
国
に
対
し

侵
攻
がCost-Im

posing

（
高
く
つ
く
）
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
し
め
、
実
際
に
敵
国
の
パ
ワ
ー
を
減
じ
る
こ
と

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
、「
寡
戦
（
か

せ
ん
）」
の
戦
略
（
少
勢
ゆ
え
初
戦
で
負
け
て
も
、
敵
の

大
将
を
と
る
）
を
採
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

戦
略
は
、
寡
兵
戦
闘
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
の
『
孫
子
』

の
戦
法
で
あ
り
、
情
報
格
差
を
利
用
し（

（
（

、
敵
を
十
に
分

散
さ
せ
、
一
対
一
で
戦
え
る
状
況
を
作
り
、
各
個
撃
破

す
る
と
い
う
も
の
だ（

（
（

。
こ
の
戦
法
は
相
手
よ
り
先
に
情

報
を
得
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
相
手
に
自
軍
の

情
報
が
な
け
れ
ば
、
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
状

況
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
寡
戦
」
か
ら
「
対
戦
」（
敵
軍

と
同
等
兵
数
）
や
「
衆
戦
」（
自
軍
の
兵
数
が
多
い
）
に

す
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
『
孫
子
』
の
戦
法
で
は

重
要
と
さ
れ
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
ま
ず
、
米
国
は
第
一
段
階
で
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
前
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し

て
統
合
戦
略
に
基
づ
く
「
警
告
」（
も
し
、
侵
攻
す
れ
ば

耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
報
復
措
置
を
ロ
シ
ア
に
与
え
る
）

を
行
い
、
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
す
れ
ば
そ
の
結
果

と
し
て
起
こ
る
戦
争
がCost-Im

posing

に
な
る
こ
と

を
知
ら
し
め
た
。
第
二
段
階
で
、
ロ
シ
ア
が
侵
攻
し
た

後
に
は
、
統
合
抑
止
の
う
ち
、
あ
ら
ゆ
る
ド
メ
イ
ン
を

81   East Asia  no.663  2022.9

変わる米国の戦略動向と日本の防衛連載●



使
い
、
ロ
シ
ア
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
弱
体
化
さ
せ
た
。

つ
ま
り
、
第
一
段
階
で
警
告
し
た
と
お
り
実
際
にCost-

Im
posed

（
高
く
つ
い
た
）
で
あ
っ
た
と
実
感
さ
せ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
い
う
分
析
を
行
え
ば
米
国
は
ロ

シ
ア
に
戦
略
で
勝
利
を
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
同
時

に
、
こ
れ
は
中
国
に
対
す
る
警
告
と
も
な
る
。

　
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
で
「
コ
ス
ト
強
要
戦
略
（CIS

：Cost-
Im
posing Strategy

）」
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
関
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
ト
マ
ス
・
マ
ケ
イ

ン
は
、「
限
定
さ
れ
た
政
治
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
平

時
に
追
求
す
る
一
連
の
戦
略
」
と
定
義
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
軍
事
力
を
抑
止
す
る
た
め
に
使
用

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
彼
の
国
」（
ロ

シ
ア
）
が
「
我
」（
米
国
）
に
と
り
破
壊
的
で
脅
威
と
な

る
行
動
を
と
る
こ
と
は
、「
彼
の
国
」
に
と
り
コ
ス
ト
が

大
き
く
、
か
つ
、
非
効
率
的
で
非
生
産
的
で
あ
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
、
結
果
と
し
て
「
彼
の
国
」
が
そ
の
よ
う

な
行
動
を
採
用
し
な
い
よ
う
説
得
（dissuade

）
ま
た

は
、
阻
止
（deter

）
す
る
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
内
容

は
、
①
経
済
コ
ス
ト
（Econom

ic Costs

）、
②
軍
事

コ
ス
ト
（M

ilitary Costs

）、
③
政
治
・
外
交
コ
ス
ト

（Political /D
iplom

atic Costs

）
の
三
つ
に
わ
か

れ（
（1
（

、
武
力
戦
争
に
至
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
領
域
で
の
戦
争

戦
略
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
で
「
抑
止
」
が
敗
れ
た
後
に
使
わ

れ
る
の
が
「
競
争
戦
略
」（Com

tetitive Strategy

）

で
あ
る
。
こ
の
戦
略
は
、
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
が
制
限

さ
れ
た
環
境
下
で
採
用
さ
れ
る
も
の
で
、
利
用
可
能
な

リ
ソ
ー
ス
を
使
い
、
ど
う
配
分
す
る
か
が
考
え
ら
れ

る
。「
競
争
戦
略
」
は
、
①
コ
ス
ト
強
要
戦
略
（Cost-

Im
posing  

Strategy

）、
②
拒
否
（denial

）、
③
敵

の
戦
略
の
攻
撃
（strategy

）、
④
敵
の
政
治
シ
ス
テ
ム

（political system

）
の
攻
撃
、
の
四
つ
の
種
類
が
あ

り
、
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
戦
う（
（（
（

。

　
こ
の
中
で
、
今
回
、
米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
に
お
い

て
ロ
シ
ア
を
弱
体
化
す
る
た
め
に
使
用
し
た
戦
略
は
、

③
と
④
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
、
敵
が
自
ら
敗
北
し

て
い
く
よ
う
に
戦
略
的
に
仕
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
米
国
は
、
ロ
シ
ア
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
「
罠
」

に
誘
い
込
み
、
④
ロ
シ
ア
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
弱
体
化

さ
せ
た
。

　

３
．「
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
か
ら
生
じ
る

　
　
　

戦
略
的
な
ジ
レ
ン
マ

　
次
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
「
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
か
ら

生
じ
る
戦
略
的
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る
の
か
と
い
う

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
を
経
て
、
今
ま
で
ど
お
り
中
国
の
み
の
一
つ
の

正
面
に
集
中
す
る
と
い
う
米
軍
の
戦
力
構
成
基
準
を
見

直
す
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
す
で
に

バ
イ
デ
ン
政
権
は
ロ
シ
ア
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
た
め

に
米
軍
を
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
問
題
点
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
も
た
ら
す

イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
影
響
で
あ
る
。
今
後
、
ロ
シ
ア
と

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
緊
張
が
一
層
高
ま
っ
た
場
合
、
イ
ン
ド

太
平
洋
か
ら
兵
力
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
再
び
戻
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る（
（1
（

。
現
に
、
米
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受

け
、
米
軍
の
第
82
空
挺
師
団
の
第
一
陣
と
し
て
１
７
０

０
人
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
派
遣
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に

も
３
０
０
人
の
米
軍
が
派
遣
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ド
イ

ツ
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
の
１
０
０
０
人
の
配
置
転
換
も

含
め
た
、
合
わ
せ
て
３
０
０
０
人
規
模
の
米
軍
部
隊
の

派
遣
を
命
じ
、
欧
州
正
面
の
抑
止
強
化
を
図
っ
て
い
る（
（1
（

。

　「
冷
戦
期
」
の
米
国
は
中
ソ
と
の
二
正
面
戦
略
を
と
っ

て
い
た
が
、
両
国
の
パ
ワ
ー
の
相
対
的
増
加
に
加
え
て

米
国
の
軍
事
リ
ソ
ー
ス
の
制
約
が
生
じ
た
た
め
、「
１
・

１
／
２
戦
略
」（
一
つ
の
大
規
模
戦
争
と
小
規
模
戦
争
に

同
時
に
備
え
る
態
勢
）
に
転
換
し
た
。「
冷
戦
後
」
は
中

露
へ
の
対
処
で
は
な
く
、「
２
Ｍ
Ｒ
Ｃ
ｓ
」（
イ
ラ
ク
と

北
朝
鮮
の
二
つ
の
大
規
模
地
域
紛
争
に
同
時
に
備
え
る

態
勢
）
へ
と
戦
略
を
転
換
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
２
０
１
８
年
Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
中
国
・
ロ
シ
ア

と
は
同
時
に
戦
え
な
い
と
の
判
断
に
よ
り
、
二
正
面
戦

略
か
ら
一
正
面
戦
略
に
切
り
替
え
た
。

　
そ
の
た
め
に
、
米
軍
の
達
成
目
標
と
リ
ソ
ー
ス
の
間

に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。
米
国
の
国
防
予
算
は
イ
ン
フ

レ
も
あ
り
減
少
の
一
途
で
あ
る
。
冷
戦
期
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
6
％
以
上
あ
っ
た
国
防
予
算
は
、
今
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
3
％

未
満
で
、
こ
の
減
少
傾
向
は
将
来
も
継
続
す
る
と
予
測

2022.9  no.663  East Asia   82



さ
れ
る
。
現
在
は
、
脅
威
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
防
投
資
の
額
は
相
対
的
に
減
少

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
正
面
で
は
、
他
の
地
域
に
力
の
空
白
が

生
じ
る
。
そ
れ
が
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
誘
発

す
る
要
因
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
国

防
副
長
官
は
、「
①
会
計
年
度
（
Ｆ
Ｙ
）
２
０
２
３
の
要

求
額
は
前
年
度
比
で
8
％
増
と
な
る
が
、
イ
ン
フ
レ
率

を
加
味
す
る
と
、
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
減
少
す
る
、
②
米
国
が
直
面
す
る
安

全
保
障
環
境
に
対
し
て
、
十
分
な
国
防
リ
ソ
ー
ス
を
確

保
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
」

と
米
国
議
会
Ｆ
Ｙ
２
０
２
３
の
国
防
予
算
要
求
に
際
し

て
述
べ
て
い
る（
（1
（

。

　
中
露
は
米
国
の
作
り
上
げ
た
国
際
秩
序
に
挑
戦
し
て

い
る
。
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
３
０
年
頃
に
は
米
国
を

超
え
る
と
さ
れ（
（1
（

、
そ
れ
に
ロ
シ
ア
を
加
え
れ
ば
そ
の
経

済
的
・
軍
事
的
規
模
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
米
国
は

一
国
で
中
露
と
闘
う
だ
け
の
リ
ソ
ー
ス
が
な
く
、
同
盟

国
の
リ
ソ
ー
ス
も
併
せ
ね
ば
対
抗
で
き
な
い
。
米
国
は

同
盟
国
の
軍
事
支
出
の
増
大
で
「
オ
ー
ル
西
側
連
合
」

を
結
成
し
中
露
に
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
歴
史
的
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
来
、
第
一
次
世

界
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
枢
軸
国
、

そ
し
て
冷
戦
期
の
ソ
連
な
ど
、
覇
権
を
目
指
そ
う
と
し

た
国
々
は
、
い
ず
れ
も
、「
同
盟
」（
コ
ア
リ
シ
ョ
ン
）

に
敗
れ
て
い
る
。
歴
史
的
教
訓
か
ら
「
同
盟
」
の
構
築

が
重
要
だ
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
相
互
依
存
関
係
の
深

化
の
た
め
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
負
の
影
響

が
西
側
同
盟
に
も
出
て
お
り
、
同
盟
の
ほ
こ
ろ
び
が
見

え
始
め
て
い
る
。
問
題
は
い
か
に
そ
の
結
束
を
持
続
的

に
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
西
側
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た

め
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
軍
事
費
の
増
額
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
、
欧

州
諸
国
の
国
防
支
出
は
拡
大
し
て
い
る
。
３
月
31
日
に

発
表
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
２
０
２
１
年
年
次
報
告
書
で

は（
（1
（

、
米
国
を
除
く
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
全
体
の
国
防
費
の
合
計
が

前
年
比
３
・
１
％（
（1
（

、
加
盟
30
カ
国
全
体
で
は
約
２
％
増

え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
も
２
月
下
旬
に
は
国
防
費
を
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
発
表
し
た
。
デ
ン
マ
ー

ク
も
２
０
３
３
年
ま
で
に
２
％
を
達
成
す
る
計
画
で
あ

る
。
一
方
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
超
に
増
や
す
目
標
を
２
１

年
に
達
成
し
た
の
は
30
加
盟
国
中
８
カ
国
と
前
年
報
告

に
比
べ
３
カ
国
減
少
し
た
。
前
年
報
告
で
目
標
を
達
成

し
た
フ
ラ
ン
ス
は
２
％
を
下
回
っ
た（
（1
（

。
ま
た
、
日
本
も

防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
程
度
ま
で
増
額
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

４
．
核
の
「
三
極
体
制
」
下
で
の
戦
略
的
優
位
を

　
　
　

ど
う
確
保
す
る
の
か

　
　
　

―
通
常
兵
力
で
劣
勢
な
場
合
に
核
戦
力
で
補
う
―

　
統
合
抑
止
戦
略
に
お
け
る
リ
ソ
ー
ス
不
足
の
問
題
に

加
え
、「
核
」
の
要
素
は
非
常
に
重
要
な
懸
案
と
な
っ
て

い
る
。
米
国
は
リ
ソ
ー
ス
が
制
約
さ
れ
る
中
、
通
常
戦

力
不
足
を
ど
う
補
う
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
統
合
抑
止
は
そ
れ
へ
の
対
処
の

一
環
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
核
戦
力
と
通
常
戦
力
の
統
合

と
い
う
概
念
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
通
常
戦
力

の
優
位
性
を
保
つ
た
め
、
核
戦
力
で
補
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
体
制
間
競
争
の
時
代
、
リ
ソ
ー
ス
制
約
下
に

お
け
る
核
兵
器
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
米
国
防
総
省
の
中
国
の
軍
事
力
に
関
す
る
年
次
報
告

書
（
２
０
２
１
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
核
弾
頭
保

有
数
は
２
０
２
０
年
時
点
の
２
０
０
発
か
ら
２
０
３
０

年
ま
で
に
そ
の
5
倍
の
１
０
０
０
発
に
到
達
す
る
と
見

積
も
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
中
国
は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
用
の

サ
イ
ロ
を
２
０
２
１
年
夏
に
３
０
０
カ
所
建
設
し
た（
11
（

。

中
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｄ
Ｆ－

41
は
最
大
10
発
の
核
弾
頭

搭
載
が
可
能
で
あ
り（
1（
（

、
も
し
中
国
が
そ
の
全
て
に
Ｄ
Ｆ

－

41
を
配
備
す
れ
ば
核
弾
頭
は
３
０
０
０
発
と
な
る
。

米
露
は
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
に

基
づ
き
、
戦
略
核
弾
頭
の
実
践
配
備
数
が
１
５
５
０
発

に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
中
国
は
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
交
渉
に

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
核
弾
頭
数
の
制
限
は
な
い
。
習

近
平
国
家
主
席
は
、
今
後
数
十
年
で
中
国
を
主
要
な
軍

事
大
国
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

中
国
は
米
国
と
の
相
互
確
証
破
壊
（
Ｍ
Ａ
Ｄ
）
状
態
と

な
る
ま
で
核
弾
頭
数
を
増
や
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　
そ
う
な
れ
ば
核
の
ド
メ
イ
ン
に
お
い
て
、
米
露
の
二
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極
体
制
か
ら
、
米
露
中
の
三
極
体
制
に
移
行
す
る
。
米

露
の
二
極
体
制
で
は
Ｍ
Ａ
Ｄ
が
成
立
し
て
い
た
が（
11
（

、
三

極
体
制
で
は
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
対
し
て
同
時
に

パ
リ
テ
ィ
（
均
衡
）
を
追
求
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、

米
中
露
の
う
ち
二
つ
の
国
が
協
調
す
れ
ば
、
残
り
の
一

国
が
一
方
的
に
不
利
な
状
態
に
置
か
れ
る
。
三
極
体
制

の
下
で
は
軍
拡
競
争
が
始
ま
り
、
抑
止
上
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
中
露
が
協
調
す
る
可
能
性
は
大
き
く
、
米
国

に
と
り
不
利
な
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
が
現
実
と
な
れ
ば
、
米
国
は
核
保

有
同
盟
国
の
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
「
核
」
に
お

け
る
集
団
保
障
体
制
に
踏
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
も

し
く
は
、
日
本
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
核
シ
ェ

ア
を
さ
せ
中
露
に
対
す
る
核
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
懸
念
事
項
は
、
中
国
が
核
の
軍
拡
に
向

か
え
ば
中
国
を
脅
威
と
促
え
る
イ
ン
ド
が
核
軍
拡
を
行

う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
が
核
軍

拡
に
向
か
え
ば
、
イ
ン
ド
を
脅
威
と
す
る
パ
キ
ス
タ
ン

が
核
軍
拡
に
向
か
う
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
核
増
強
は

周
辺
国
の
戦
略
的
不
安
定
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

中
国
の
核
の
軍
拡
は
、
核
兵
器
保
有
国
の
増
加
の
引
き

金
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

５
．
核
の
ド
メ
イ
ン
で
の
戦
争

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
4
月
27
日
の
演
説
で
、
第
三
国

が
ロ
シ
ア
に
戦
略
的
脅
威
を
与
え
よ
う
と
し
た
場
合
は

「
ロ
シ
ア
は
他
国
に
な
い
兵
器
を
保
有
し
て
い
る
。
必
要

な
ら
使
う
」
と
述
べ
、
核
兵
器
の
使
用
に
た
び
た
び
触

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
ロ
シ
ア
の
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家

安
全
保
障
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
下
で
の
通
常
兵
器

を
用
い
た
大
規
模
な
侵
略
へ
の
対
応
と
し
て
、
核
兵
器

を
使
用
す
る
権
利
を
保
持
す
る
」
と
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
に
お
け
る
欧
米
の
介
入
（
軍
事
支
援
、
経
済
制

裁
等
）
を
（
自
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
）
大
規
模
な
侵
略

と
判
断
し
た
場
合
に
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
も
し
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
非
戦
略
核
を

使
用
し
た
場
合
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
米
国
を
含
む
）
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国
で
は
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る

集
団
的
自
衛
権
発
動
の
一
環
と
し
て
の
核
の
報
復
を
含

む
直
接
介
入
は
行
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
「
核
シ
ェ
ア
」
に
よ
っ
て
米
国

に
よ
る
拡
大
抑
止
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ

う
。
そ
れ
は
核
兵
器
の
拡
散
に
つ
な
が
り
、
世
界
を
不

安
定
化
さ
せ
る
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
・
セ
ー
ガ
ン
に
代
表

さ
れ
る
論
議
に
つ
な
が
る
。
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
の
よ
う

に
一
個
人
に
権
力
が
集
中
し
て
い
る
権
威
主
義
国
家
の

核
保
有
国
で
は
、
理
性
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
ま
た
、
民
主
主
義
国
で
あ
っ
て
も
文
民
統
制

が
貫
徹
さ
れ
れ
ば
よ
い
が
、
軍
事
組
織
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合
は
危
険

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
核
に
よ
る
戦
略
的
安
定
を
確

保
し
核
拡
散
は
抑
え
る
べ
き
だ
と
い
う
論
議
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
は
核
こ
そ
が
戦

争
を
回
避
さ
せ
る
究
極
的
手
段
で
あ
り
、
核
兵
器
の
拡

散
は
戦
略
的
安
定
を
も
た
ら
す
と
論
じ
る（
11
（

。
ウ
ォ
ル
ツ

の
い
う
よ
う
に
、
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
先
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

に
加
盟
し
「
核
シ
ェ
ア
」
を
供
与
さ
れ
て
い
た
ら
、
ロ

シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
抑
止
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ウ
ォ
ル
ツ
は
ま
た
北
朝
鮮
の
核
保
有
に
対
し
て
は
、

韓
国
や
日
本
が
核
保
有
し
た
方
が
地
域
的
安
定
に
寄
与

す
る
し
、
通
常
兵
器
の
軍
拡
競
争
は
抑
え
ら
れ
る
と
論

じ
る
。

　
オ
バ
マ
大
統
領
は
、「
核
の
な
い
世
界
」
を
訴
え
て

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
２
０
０
９
年
10
月
に
受
賞
し
た
が
、

そ
の
元
と
な
っ
た
プ
ラ
ハ
演
説
（
同
年
4
月
）
で
は
、

「
核
の
あ
る
世
界
」
も
そ
の
前
提
条
件
と
し
た
。
す
な
わ

ち
、「
核
の
な
い
世
界
」
を
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て
掲

げ
る
が
、
現
実
を
見
据
え
た
「
核
の
あ
る
世
界
」
へ
も

対
処
す
る
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
オ
バ
マ

政
権
で
は
ソ
連
崩
壊
後
の
抑
止
力
の
有
効
性
低
下
の
た

め
、
不
拡
散
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。

　

６
．
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
・

　
　
　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ミ
サ
イ
ル
軍
拡

　
　
　

―
米
中
の
相
互
脆
弱
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　

米
国
の
拡
大
抑
止
に
与
え
る
影
響
―

　
ク
レ
ピ
ノ
ビ
ッ
チ
は
『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー

ズ
』
誌
で
、
米
中
の
核
に
お
け
る
相
互
脆
弱
性
が
拡
大

抑
止
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
問
題
を
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論
じ
て
い
る（
11
（

。

　
も
し
米
国
が
中
国
と
の
間
で
相
互
脆
弱
性
を
認
め
れ

ば
、
１
９
５
０
年
代
に
ソ
連
が
核
を
増
強
し
、
米
国
に

戦
略
的
脆
弱
性
が
生
じ
た
時
と
同
様
の
状
況
と
な
る
。

過
去
に
は
そ
う
し
た
状
況
に
際
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
独
自

核
武
装
を
行
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
状
況
が
生
じ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
米
国
の
拡
大
抑
止
に
依
存
し
て
い
る
日
本

に
と
っ
て
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
中
露
が
接
近
し
て
い
る
状
況
で
、
核
の
戦
域
で
も
同

じ
く
コ
ア
リ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
め
ば
、
米
国
の
日
本
に
対

す
る
拡
大
抑
止
は
破
綻
す
る
。
米
国
の
拡
大
抑
止
が
消

滅
し
た
状
態
で
あ
れ
ば
、ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
タ
ビ
リ

テ
ィ
・
パラ
ドッ
ク
ス
の
事
態
が
生
じ
、
中
国
な
ら
び
に
ロ

シ
ア
か
ら
も
通
常
兵
力
に
よ
る
挑
戦
が
増
え
る
。

　
特
に
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
）
に
お
け

る
ア
ジ
ア
正
面
で
の
差
は
著
し
く
、
米
中
の
対
比
で
見

れ
ば
「
米
国
0
」
対
「
中
国
１
２
５
０（11
（

」
と
な
る
。
イ

ギ
リ
ス
の
国
際
戦
略
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、

中
国
の
２
０
２
０
年
の
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
の
発
射
装
備
は
２
０

１
１
年
比
で
8
倍
の
82
基
。
準
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
Ｍ

Ｒ
Ｂ
Ｍ
）
も
2
割
以
上
増
え
た
と
し
て
い
る（
11
（

。

　
さ
ら
に
、
中
国
は
地
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
は
じ
め

と
す
る
多
種
多
様
な
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
（
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否（

11
（

）
を
強
固
に

し
て
い
る
。
特
に
、
空
母
キ
ラ
ー
と
い
わ
れ
る
Ｄ
Ｆ－

21
Ｄ
と
Ｄ
Ｆ－

26
Ｂ（
11
（

を
保
有
し
、
米
空
母
を
無
力
化
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
米
艦
隊
を
攻
撃
の
中
心
に
据
え
る
戦

略
を
中
国
軍
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た（
11
（

。

　
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
デ
ー
ビ
ッ

ト
ソ
ン
司
令
官
は
、「
中
国
は
21
世
紀
の
安
全
保
障
に

と
っ
て
最
大
の
長
期
的
な
戦
略
的
脅
威
で
あ
る
が
、
こ

の
地
域
で
の
米
国
の
通
常
抑
止
力
は
低
下
し
て
い
る
」

と
し
、「
今
後
6
年
以
内
に
中
国
が
台
湾
を
侵
攻
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
米
上
院
軍
事
委
員
会
で
２
０
２
１
年

３
月
に
警
告
を
発
し
て
い
る（
1（
（

。

７
．
米
軍
は
い
か
に
第
一
列
島
戦
を
防
衛
す
る
の
か

　
米
中
間
の
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
し

て
米
国
は
「
太
平
洋
抑
止
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ
）」

（Pacific D
eterrence Initiative

）
で
対
処
す
る
。

　
２
０
２
１
年
の
国
防
授
権
法
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ａ
）
で
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
軍
の
通
常
抑
止
の
再
構
築

を
目
指
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｉ
に
22
億
㌦
の
予
算
が
つ
け
ら
れ（
11
（

、

漸
く
米
国
は
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
イ
ン
ド
太
平

洋
地
域
で
展
開
可
能
と
な
っ
た（
11
（

。
国
防
授
権
法
で
は
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
の
米
軍
の
能
力
向
上
に
よ
る
地

域
の
抑
止
・
防
衛
態
勢
の
強
化
と
と
も
に
、
同
盟
国
や

パ
ー
ト
ナ
ー
国
へ
の
安
心
供
与
が
そ
の
目
的
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る（
11
（

。

　
中
国
は
、
米
軍
を
第
一
列
島
線
か
ら
第
二
列
島
線
ま

で
後
退
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
も
し
そ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
米
国
は
中
国
の
沿
岸
へ
の
作
戦
ベ
ー
ス
を

失
い
、
戦
略
的
縦
深
が
な
く
な
る（

11
（

。
そ
の
結
果
、
日
本

や
台
湾
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
」
さ
れ
れ
ば
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
軍
事
バ
ラ
ン
ス
は
一
気
に
中
国
に
傾
く
。

　
そ
う
い
っ
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
日
米
を
中
心
と
し

た
西
側
同
盟
国
が
い
か
に
第
一
列
島
線
〜
第
二
列
島
線

を
防
衛
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
ク
レ
ピ
ノ
ビ
ッ
チ
は
列

島
線
防
衛
構
想
で
重
要
な
こ
と
は（
11
（

、
中
国
に
対
し
て
、

軍
事
バ
ラ
ン
ス
上
不
利
な
立
場
で
あ
り
、
力
の
行
使
に

よ
る
政
治
目
標
達
成
は
不
可
能
だ
と
認
識
さ
せ
る
状
況

を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
米
国
は
、
第
一
列
島
線
の
大
部
分
を

構
成
す
る
日
本
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・（
韓
国
）
と
と

も
に
、
西
太
平
洋
戦
域
内
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
優
勢
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
文
脈
で
、
陸
上
自
衛
隊
の
南

西
諸
島
全
域
に
沿
っ
た
対
艦
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
に
あ
わ

せ
、
日
米
で
の
相
互
支
援
可
能
な
防
御
態
勢
構
築
が
必

要
と
な
る
。
第
一
列
島
線
で
あ
れ
ば
日
米
他
の
友
好
国

が
ど
の
エ
リ
ア
に
責
任
を
持
つ
の
か
、
ど
の
よ
う
に
相

互
支
援
を
す
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
明
確
に
し
た
上
で
作

戦
支
援
能
力
の
強
化
や
、
精
密
打
撃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

備
え
た
統
合
軍
部
隊
の
展
開
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に

は
、
中
国
が
第
一
列
島
線
を
越
え
て
、
第
二
列
島
線
沿

い
に
基
地
を
作
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
第
二
列
島
線
上
に

お
け
る
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
分
散
的
な
戦
力
態

勢
と
い
っ
た
戦
略
と
態
勢
の
構
築
が
必
要
と
な
る（
11
（

。

　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
撤
廃
後
、
米
国
は
短
・
中
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
な
ら
び
に
極
超
音
速
兵
器
の
開
発
も
加
速
さ
せ

て
い
る
が（

11
（

、
同
時
に
そ
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
東
ア
ジ

ア
の
ど
こ
に
配
備
す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
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守
屋
淳 『
最
高
の
戦
略
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孫
子
』 

日
本
経
済
新
聞
出
版
、
２

　
地
上
発
射
型
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
距
離
的
制
約
を
考

え
た
場
合
、
韓
国
、
日
本
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
な
ど
が
展
開
す
る
候
補
と
な
る
。
そ

の
中
で
、外
交
的（
米
国
の
要
請
を
受
け
入
れ
や
す
い
）、

内
政
的
（
反
米
勢
力
が
強
く
な
い
）、
軍
事
的
（
展
開
し

た
米
軍
部
隊
が
大
き
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
）
理
由
を
考
慮
す
る
と
、
日
本
領
内
に
米
軍
ミ
サ
イ

ル
部
隊
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る（
11
（

。

　
米
国
が
東
ア
ジ
ア
・
西
太
平
洋
へ
の
（
地
上
発
射
式
）

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
と
す
れ
ば
、
日
本
国
内

の
み
な
ら
ず
地
域
の
反
応
が
懸
念
さ
れ
る
。
中
国
は
米

軍
の
ミ
サ
イ
ル
増
強
に
対
し（
11
（

、
自
国
の
ミ
サ
イ
ル
増
強

に
走
る
で
あ
ろ
う
し
、
ロ
シ
ア
も
し
か
り
で
あ
る
。
ま

た
、
米
中
露
間
に
ミ
サ
イ
ル
軍
拡
競
争
が
起
こ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る（
1（
（

。
一
方
、
米
軍
が
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
お
よ
び
長
射
程
巡
行
ミ
サ
イ
ル
等
の
配
備
を
し
な
け

れ
ば
、
中
国
が
日
本
を
含
む
近
隣
諸
国
を
圧
倒
す
る
現

状
が
続
く
。
日
米
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
最
大
の
ジ
レ

ン
マ
に
直
面
し
て
い
る（
11
（

。

８
．
台
湾
ア
ナ
ロ
ジ
ー

　
現
在
、
世
界
中
の
目
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
後
の
台
湾
に
注

が
れ
て
い
る
。
中
国
の
台
湾
侵
攻
は
今
や
、「
起
こ
る
か

ど
う
か
」
で
は
な
く
、「
い
つ
起
こ
る
か
」
と
い
う
状
況

ま
で
緊
迫
し
て
い
る
。

　
も
し
、
台
湾
有
事
と
な
っ
た
場
合
、
米
国
は
ど
う
中

国
と
戦
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
ロ
シ

ア
の
軍
事
侵
攻
に
先
立
つ
２
０
２
１
年
12
月
、「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
は
派
兵
し
な
い
」
と
明
言
。
そ
の
後
も
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で
繰
り
返
し
軍
事
的
関
与
は
し

な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
同
盟
国
で
は
な
い
こ
と
、
ロ

シ
ア
が
核
保
有
国
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
（
同
じ
く
同
盟
国
で
は
な
い
）
台
湾

に
、
ロ
シ
ア
を
（
同
じ
く
核
保
有
国
で
あ
る
）
中
国
に

置
き
換
え
れ
ば
、「
台
湾
有
事
で
も
米
国
は
台
湾
に
派
兵

し
な
い
」
と
い
う
論
理
が
成
立
す
る
。
こ
れ
を
米
国
の

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
型
戦
争
」
と
呼
べ
ば
、
日
本
は
そ
の
戦
争

に
お
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
武
器
等
供
与
を
し
て
い
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
な
ろ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
「
台
湾
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
に
対
し
て
日
本

は
備
え
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。
台
湾
有
事
の
際
に
日

本
国
土
は
、
中
台
戦
争
を
支
援
す
る
た
め
の
事
前
集
積

基
地
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、
ア
メ
リ

カ
お
よ
び
世
界
中
か
ら
台
湾
を
支
援
す
る
た
め
の
武
器

と
食
料
等
が
日
本
の
在
日
米
軍
基
地
を
中
心
に
集
積
さ

れ
る
こ
と
と
な
ろ
う（
11
（

。

　
さ
ら
に
、
台
湾
へ
の
戦
略
物
資
は
日
本
か
ら
海
・
空

路
で
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
途
中
、
中
国
軍
か

ら
の
妨
害
や
攻
撃
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
自
衛
隊
が
そ

の
後
方
支
援
を
担
当
し
た
場
合
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
は
高
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
故
安
倍
総
理
が
断

言
し
た
よ
う
に
「
台
湾
有
事
は
日
本
有
事
」
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
米
国
は
ど
こ
ま
で
展
開
を
し
、
日
本
は
ど

こ
ま
で
や
る
の
か
。
そ
の
能
力
は
米
国
に
完
全
に
依
存

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
が
自
ら
そ
う
し
た
運
用
が

可
能
な
態
勢
を
持
つ
の
か
等
、
早
急
に
論
じ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
で
あ
る
。

　
仮
に
、
台
湾
や
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
中
国
と
戦
闘
状

態
に
な
っ
た
場
合
、
沖
縄
を
含
む
南
西
正
面
の
航
空
基

地
の
多
く
は
緒
戦
で
相
当
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
際
の
台
湾
か
ら
の
邦
人
救
出
は
最
重

要
課
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
国
内
の
基
地
の
抗
堪

性
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
国
内
の
民

間
防
衛
を
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
日
本
政
府
は
、
ま
も
な
く
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」、

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」、「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
の
3

戦
略
文
書
を
策
定
す
る
が
、
そ
の
際
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
型

戦
争
」
へ
の
備
え
も
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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21 

実
際
に
は
弾
頭
を
ど
れ
だ
け
軽
量
化
で
き
る
か
に
よ
り
、
搭
載
数

は
変
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

22 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
２
年
１
月
時
点
の
中
国
の
核
弾
頭
保
有
数
は
３
５
０

発
で
あ
り
、
米
国
（
５
４
２
８
発
）
と
ロ
シ
ア
（
５
９
７
７
発
）

に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。

23 

米
露
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ほ
ぼ
同
数
の
核
兵
器
を
保
有
す
る
と
と
も

に
、
ど
ち
ら
か
が
核
攻
撃
を
受
け
て
も
確
実
な
第
二
撃
能
力
（
確

証
破
壊
能
力
）
を
持
つ
こ
と
で
、
結
果
的
に
全
面
核
戦
争
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至
る

可
能
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
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24 

ス
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ッ
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ガ
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、
ケ
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高
司
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訳
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兵
器
の
拡
散
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草
書
房
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１
７
年
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25 
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弾
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ミ
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射
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で
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０
０
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上
が
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道
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０
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〜
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０
０
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が
中
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０
０
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Ｍ
Ｒ
Ｂ
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／
Ａ
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日
本
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〜
台
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〜
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〜
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近
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。
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Ｆ
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０
０
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2
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Ｔ
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搭
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、
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２
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８
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搭
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Ｒ
Ｖ
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。
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磁
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中
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争
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36 
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38 

極
超
音
速
兵
器
の
開
発
に
関
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
実
験
に
失
敗
し

て
い
る
。

39 

従
来
、
米
国
は
同
盟
国
が
著
し
い
打
撃
力
を
持
つ
の
に
消
極
的
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
は
、
英
国
に
し

か
輸
出
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、（
中
国
の
）
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
戦
略
を

打
ち
破
る
能
力
を
同
盟
国
に
保
有
さ
せ
る
こ
と
は
、
米
国
の
利
益

に
な
る
と
判
断
し
て
い
る
。

40 

２
０
１
９
年
８
月
、
中
国
外
交
部
の
傅
聡
軍
縮
局
長
は
「
米
国
が

中
国
の
玄
関
先
に
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
な
ら
、
中
国
は
対
抗
措

置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。

41 

２
０
２
０
年
11
月
14
日
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
米
国
が
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア

が
同
種
の
兵
器
を
先
に
配
備
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

42 

〈https://w
w

w
.eaci.or.jp/archives/avp/307

〉

43 

日
本
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
各
地
に
１
３
０
カ
所
の

米
軍
基
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
米
軍
専
用
基
地
が
81
カ
所
、
他
は

自
衛
隊
と
の
共
用
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
主
要
な
米
軍
基

地
は
、
三
沢
空
軍
基
地
（
青
森
県
三
沢
市
）、
横
田
空
軍
基
地
（
東

京
都
福
生
市
な
ど
）、
横
須
賀
海
軍
基
地
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）、

岩
国
海
兵
隊
基
地
（
山
口
県
岩
国
市
）、
佐
世
保
海
軍
基
地
（
長

崎
県
佐
世
保
市
）
と
沖
縄
の
嘉
手
納
、
普
天
間
な
ど
で
あ
る
。
特

に
、
横
田
基
地
は
、
在
日
米
軍
司
令
部
と
第
5
空
軍
司
令
部
（
在

日
米
空
軍
司
令
部
）
と
と
も
に
、
国
連
軍
司
令
部
も
併
設
し
て
い

る
た
め
、
世
界
各
国
の
飛
行
機
が
国
連
軍
と
し
て
日
本
に
飛
来
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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